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隅田 学（愛媛大学） 

 

この度，日本科学教育学会の会長に就任させていただくにあたり，ご挨拶を申し上げます．小川義和

前会長には，コロナ禍でオンラインを中心とした運営へシフトし，様々な負荷がかかる中，財政健全化

等，重要な案件を前に進めて頂きました．感謝申し上げます． 

今，私たちの周りは， 世界的規模のパンデミックだけにとどまらず，地球温暖化，生物多様性の喪失，

人口動態の変動が現在進行形で加速し，不平等の拡大や社会の分断，人類の福利への脅威に関する難題

にも直面しています．フェイクニュースや科学への懐疑の問題もあります．科学教育の意義や役割はま

すます増しており，科学を学ぶことは今や全ての人の権利であるように思います． 

本学会は，1977 年に設立され，その設立趣意書の中で，科学教育を「学際的科学」として扱うことが

謳われています．日本学術振興会は令和５（2023）年度科学研究費助成の公募より「審査区分表」を見

直し，その[科学教育関連]の内容例は「科学教育，科学コミュニケーション，科学リテラシー，科学と社

会，ＳＴＥＭ教育，など」となりました．本学会の設立から 45 年を経て，その志を保持しつつ，例えば，

科学教育研究の対象がインフォーマル・ノンフォーマルに広がったことは進展に思えます．また本学会

ではＳＴＥＭ/ＳＴＥAＭ教育に関する特集号が 2021 年に発刊され，年会や研究会でも多数の関連研究発

表が行われています．近年，地球規模課題をテーマとする研究，幼児期や教育マイノリティを範疇とし

た研究も増えつつあるように思えます．設立趣意書にある「国際会議，国際セミナー，国際シンポジウ

ムの企画，実施」については，今年度より英語での研究会が開催されます．  

昨年，Odden らのグループが，アメリカの科学教育研究学術雑誌「Science Education」誌に，“How has 

science education changed over the last 100 years?”と題する論文を発表しました．科学の内容に関わるト

ピックス，教授に関わるトピックス，児童生徒に関わるトピックスについて計 21 の下位トピックスを挙

げて，約 100 年間における研究トレンドの変化が分析されています．科学の内容に関するトピックスの

「日常生活における科学」に関するキーワードが現在でも最も多かったのですが，その割合は 100 年前

の半分程度になっており，科学教育研究が多様化していることがよくわかります．難題を打破し，未来

を切り拓くようなアイディアやイノベーションは，固定化された特定の専門分野の「中」から生まれる

ことはあまり期待できません．むしろ，そのエッジやマージン，別な領域とのインタフェースから生ま

れるものです．日本科学教育学会はまさにその使命を持つ学会です．様々な関連学問分野，教育・研究

機関，団体等と連携，恊働し，わが国の科学教育の進歩と発展のために叡智を結集しましょう． 

本学会は５年後に 50 周年を迎えます．伝統と革新，グローバル化と地方創生はシナジーとなります．

わが国の科学教育研究の 50 年を総括し，次の 50 年の礎を作るべく，会員の皆様による自律的な研究と

学術的な対話，恊働，さらには学会運営への参画を期待しております．どうぞよろしくお願いいたしま

す． 

  

学会長就任のご挨拶 

新会長挨拶 
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日本科学教育学会第 297 回理事会報告 

 

 

日 時  2022 年 6月 18 日(土) 14:00~17:00 

会 場  株式会社内田洋行 新川第２オフィス及びネット会議の併用 

出席者  会長 小川義和，副会長益子典文，秋田美代 

     理事 青山和裕，加藤久恵，山下修一，内ノ倉真吾，加納 圭，益川弘如，清水美憲， 

        辻 宏子，雲財寛，坂本美紀，稲田結美，出口明子，山本智一，瀬戸崎典夫， 

        谷塚光典 

     監事 佐伯昭彦，猿田祐嗣 

     事務局長 隅田 学 

     幹事 塩澤友樹 

     顧問 中山 迅 

 

１．議事要録(案)の承認 

○第 296回理事会議事録(案)を承認した． 

２．第 297回理事会までの電子会議による審議事項と審議結果 

○事務局からの発議により，22/3/31 までに入会を希望した 6名を電子会議により審査した結果，全員

の入会が承認された(2022 年 4月 11 日)． 

○事務局からの発議により，22/4/28 までに入会を希望した 12名を電子会議により審査した結果，全

員の入会が承認された(2022 年 5月 2 日)． 

○事務局からの発議により，22/5/31 までに入会を希望した 10名とシニア会員 3名を電子会議により

審査した結果，全員の入会が承認された(2022 年 6月 13 日)． 

３．報告事項 

1) 庶務・事務局 

○事務局より文書受理（刊行物送付を含む）や諸対応について報告があった． 

2) 経理・会員 

○住所不明者について報告があった． 

3) 機関誌編集 

○機関紙編集状況及び特集号について報告があった． 

○採録後論文要旨の英文校正について報告があった． 

4) 学会賞 

○2022 年度学会賞候補の推薦状況について報告があった． 

5) 支部・研究会 

○2021 年度支部・研究会報告及び 2022 年度研究会計画について報告があった． 

6) 調査研究・学術交流・男女共同参画ワーキング 

理事会だより 
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○第 26回教科「理科」関連学会協議会(CSERS)シンポジウム(5/15実施)の報告があった． 

○第 2回研究者のワークライフバランスを考えるイベントの開催について報告があった． 

7) 国際交流 

○第 46回年会における国際ランチョン・ミーティングの準備状況について報告があった． 

○2022 年度英語による研究会の準備状況について報告があった． 

8) 年会企画 

○第 46回年会進捗状況について報告があった． 

○第 46回年会の URL について報告があった． 

9) 広報・学会 IT 化 

○『科学教育研究レター』の発行及び発行予定について報告があった． 

○科学教育メールマガジンの発行について報告があった． 

○学会 Webサイトの更新について報告があった． 

○会員向けサービス向上および新規会員獲得に向けた広報活動強化について報告があった． 

10) 若手活性化 

○年会における若手活性化委員会企画の準備状況について報告があった． 

○若手活性化委員会担当の研究会開催の準備状況について報告があった． 

11) 選挙管理委員会 

○代議員及び役員選挙の結果について報告があった． 

12) その他 

○役員選任の在り方に関する検討部会における申し送り事項について報告があった． 

４．協議事項 

1) 庶務・事務局 

○第 46回定時代議員総会議事次第について説明があり承認された． 

○学会通信（総会号）の修正依頼について説明があり承認された． 

2) 経理・会員 

○退会希望者 7名の説明があり承認された． 

  現在会員数 1,402名（正会員 1,208名，学生会員 127名，名誉会員 19名， 

   公共会員１名，賛助会員 3名，シニア会員 44名）（2022 年 6月 6 日付） 

  （前回会員数：1,389名（正会員 1,189名，学生会員 133名，名誉会員 19名， 

   公共会員１名，賛助会員 3名，シニア会員 44名）（2022 年 3月 5 日付） 

○2021 年度の決算状況及び 2022 年度の収支予算書（案）について説明があり承認された． 

3) 学会賞 

○学会賞の候補者について下記の通り提案があり承認された． 

学術賞   熊野善介会員 

論文賞   岡本紗知会員 

論文賞   磯﨑哲夫会員 

論文賞   磯﨑尚子非会員（理事会時点） 

論文賞   青山和裕会員 

論文賞   辻山洋介会員 

論文賞   小松孝太郎会員 
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論文賞   永田潤一郎会員 

論文賞   吉川厚会員 

功労賞   中山迅会員 

功労賞   猿田祐嗣会員 

功労賞   坂谷内勝会員 

功労賞   松本伸示会員 

功労賞   佐伯昭彦会員 

奨励賞   Erkki. T. Lassila 会員 

4) 年会企画 

○第 47回年会の開催予定について説明があり再審議することが確認された． 

5) 広報・学会 IT 化 

○『学会通信』の発行に関わる原稿作成の依頼があり承認された． 

6) 会長推薦理事候補者及び名誉会員の推薦について 

○役員選任規程第 13 条に基づき，会長から 2 名の会長推薦理事候補者が推薦され，提案通りに了承

された． 

○3名の名誉会員が推薦され，提案通りに承認された． 

５．次回以降の理事会予定 

・第 298回:2022 年 9月 16 日(金) 時間未定 場所: 愛知教育大学（ネット会議） 

・第 299回:2022 年 9月 18 日(日) 時間未定 場所: 愛知教育大学（ネット会議） 

・第 300回:2022 年 11月 19 日(土) 14:00 ~ 17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

・第 301回:2023 年 3月 18 日(土) 14:00 ~ 17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

・第 302回:2023 年 6月 17 日(土) 14:00 ~ 17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

 

 

 

 

日本科学教育学会第 298 回理事会報告（案） 

 

（議事要録承認前．要点のみ参考掲載） 

 

日 時  2022 年 9月 16 日(金) 15:00~17:00 

会 場  愛知教育大学自然科学棟 5階 534 教室及びネット会議の併用 

出席者  会長 小川義和，副会長 益子典文，秋田美代 

     理事 青山和裕，加藤久恵，山下修一，寺田光宏，加納 圭，益川弘如，清水美憲， 

        辻 宏子，雲財 寛，稲田結美，出口明子，山本智一，瀬戸崎典夫，谷塚光典 

     監事 佐伯昭彦，猿田祐嗣 

     事務局長 隅田 学 

     幹事 塩澤友樹 
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１．議事要録(案)の承認 

○第 297回理事会議事録(案)を承認した 

２．第 298回理事会までの電子会議による審議事項と審議結果 

○事務局からの発議により，22/6/30 までに入会を希望した 18名を電子会議により審査した結果，全

員の入会が承認された(2022 年 7月 4 日)． 

○事務局からの発議により，22/7/31 までに入会を希望した 8名を電子会議により審査した結果，全員

の入会が承認された(2022 年 8月 3 日)． 

○事務局からの発議により，22/8/31 までに入会を希望した 12名と正会員からシニア会員への変更を

希望した 3名を電子会議により審査した結果，全員の入会及び会員種別の変更が承認された(2022 年

9月 8 日) 

３．報告事項 

1) 庶務・事務局 

○事務局より文書受理（刊行物送付を含む）や諸対応について報告があった． 

2) 経理・会員 

○住所不明者について報告があった． 

3) 機関誌編集 

○機関紙編集状況及び特集号について報告があった． 

4) 学会賞 

○第 46回年会における年会発表賞の投票について報告があった． 

5) 支部・研究会 

○J-STAGE『日本科学教育学会研究会研究報告』の修正について報告があった． 

6）国際交流 

○第 46回年会における国際ランチョン・ミーティングの準備状況について報告があった． 

○2022 年度 JSSE英語による研究会（国際交流委員会開催）の準備状況について報告があった． 

7) 年会企画 

○第 46回年会（愛知大会）の発表数，参加申込者数を含めた開催状況について報告があった． 

8) 広報・学会 IT 化 

○『学会通信 2022』発行について報告があった． 

○『科学教育研究レター』の発行及び発行予定について報告があった． 

○科学教育メールマガジンの発行及び SNS（Facebook と Twitter）について報告があった． 

○学会 Webサイトの更新について報告があった． 

9) 若手活性化 

○第 46 回年会における若手活性化委員会の開催と若手活性化委員会企画の実施状況について報告が

あった． 

○若手活性化委員会担当の研究会開催の準備状況について報告があった． 

10) 学会事務業務委託契約について 

○学会事務業務委託契約の内容及びその変更点について報告があった． 

11) その他 

○第 46回年会における諸課題について報告があった． 

４．協議事項 
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1) 経理・会員 

○除籍候補者 30名と退会希望者 51名の説明があり承認された． 

  現在会員数 1,395名（正会員 1,190名，学生会員 138名，名誉会員 19名， 

   公共会員１名，賛助会員 3名，シニア会員 44名）（2022 年 9月 5 日付） 

  （前回会員数：1,402名（正会員 1,208名，学生会員 127名，名誉会員 19名， 

   公共会員１名，賛助会員 3名，シニア会員 44名）（2022 年 6月 6 日付） 

○2021 年度収支決算書と 2022 年度収支予算書について説明があり承認された． 

2) 支部・研究会 

○支部長の交代について説明があり承認された． 

５．次回以降の理事会予定 

・第 299回:2022 年 9月 18 日(日) 11:30 ~ 13:00 場所: 愛知教育大学（ハイフレックス会議） 

・第 300回:2022 年 11月 26 日(土) 14:00 ~ 17:00 場所: 株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

・第 301回:2023 年 3月 18 日(土) 14:00 ~ 17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

・第 302回:2023 年 6月 17 日(土) 14:00 ~ 17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

・第 303回:2023 年 9月 18 日 (月･祝) 時間未定 場所: 愛媛大学 

 

 

 

 

日本科学教育学会第 299 回理事会報告（案） 

 

（議事要録承認前．要点のみ参考掲載） 

 

日 時  2022 年 9月 18 日(日) 11:30~13:00 

会 場  愛知教育大学自然科学棟 5階 534 教室及びネット会議の併用 

出席者  会長 隅田学，副会長 清水美憲，竹中真希子 

理事 加藤久恵，寺田光宏，松浦拓也，加納圭，山口悦司，三宅志穂，辻宏子，雲財寛， 

稲田結美，秋田美代，山下修一，土佐幸子，瀬戸崎典夫，大谷忠，森田裕介， 

大貫麻美，舟橋友香 

監事 猿田祐嗣，稲垣成哲 

事務局長 益子典文 

幹事 山本容子，塩澤友樹 

顧問 小川義和 

 

１. 代表理事(会長)の選出 

〇隅田学理事が代表理事（会長）に選出された． 

２. 理事等の会務分担  

〇理事の会務分担について原案通り承認された． 

〇事務局長について益子典文会員に委嘱した． 

〇幹事(庶務)について塩澤友樹会員に委嘱した． 
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〇幹事（経理・会員)について山本容子会員に委嘱した． 

〇顧問について北原和夫会員，浪川幸彦会員，室伏きみ子会員，中山迅会員，大島まり会員，小川義

和会員，渡辺美代子会員に委嘱した． 

〇機関紙編集委員長，副委員長について青山和裕会員，御園真史会員（副），木村優里会員（副）に委

嘱した． 

〇国際交流委員長，副委員長について土佐幸子会員，山下修一会員（副）に委嘱した． 

〇年会企画委員長，副委員長について山本智一会員，服部裕一郎会員（副），川上貴会員（副）に委嘱

した． 

〇若手活性化委員長，副委員長について山本輝太郎会員，標葉靖子会員（副）に委嘱した． 

３．報告事項 

1) 庶務・事務局 

〇メーリングリストについて報告があった． 

〇事務委託契約内容と理事会手帳について報告があった． 

〇各会務の年間スケジュールの作成について報告があった． 

2) 調査研究・学術交流・男女共同参画ワーキング 

〇「第 2回 研究者のワークライフバランスを考えるイベント」について報告があった． 

3）国際交流 

〇第 46回年会における国際ランチョン・ミーティングについて報告があった． 

〇2022 年度 JSSE 英語による研究会（国際交流委員会開催）の準備状況について報告があった． 

4) 年会企画 

〇9/18（日）10 時段階での第 46 回年会における発表数が 195 件，参加申込者が 395 名であった旨の

報告があった． 

〇第 47回年会を 2023 年 9月 18 日～20 日に愛媛大学（城北キャンパス）を会場として準備が進めら

れている旨の報告があった． 

5) 広報・学会 IT 化 

〇『科学教育研究レター』No.259 の編集・発行について報告があった． 

〇科学教育メールマガジンの発行について報告があった． 

〇学会 Webサイトの更新について報告があった． 

6) 若手活性化 

〇年会における若手活性化委員会企画の実施状況について報告があった． 

〇若手活性化委員会担当の研究会開催の準備状況について報告があった． 

7) 理事会の開催日について 

〇理事会の開催日の変更について報告があった． 

４．協議事項 

1) 機関紙編集 

・編集委員会編集委員の推薦について 

○資料に基づき説明があり承認された． 

2) 支部・研究会 

・支部・研究会の委員構成 

○資料に基づき説明があり承認された．また，支部・研究会のスケジュールの計画について種々議論



－ 9 － 

があり継続課題であることを確認した． 

3）国際交流 

・国際交流委員会の委員構成について 

○資料に基づき説明があり承認された． 

4) 年会企画 

・年会企画委員の委員構成について 

○資料に基づき説明があり承認された． 

5) 広報・学会 IT 化 

・広報委員会の委員構成について 

○資料に基づき説明があり承認された． 

〇2022 年度『科学教育研究レター』編集・発行計画について説明があり承認された． 

6) 若手活性化 

・若手活性化委員会の委員構成について 

○資料に基づき説明があり承認された． 

５．次回以降の理事会予定 

・第 300回:2022 年 11月 26 日(土) 14:00 ~ 17:00 場所: 株式会社内田洋行 新川第２オフィス（ハイフレッ

クス会議） 

・第 301回:2023 年 3月 18 日(土) 14:00 ~ 17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

・第 302回:2023 年 6月 17 日(土) 14:00 ~ 17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

・第 303回:2023 年 9月 18 日(月) 時間未定 場所: 愛媛大学 

・第 304回:2023 年 11月 18 日(土) 14:00 ~ 17:00 場所: 株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

 

 

 

 

 

一般社団法人日本科学教育学会第 46 回定時代議員総会 報告（案） 

 

 

日 時：2022 年 9月 17 日（土）13:30～15:05 

場 所：ハイブリッドでの開催 

 

次 第                        （進行：青山和裕 理事） 

１．開会の辞      （益子典文 副会長） 

２．第 46回年会実行委員長挨拶    （飯島康之 実行委員長） 

３．会長挨拶      （小川義和 会長） 

４．議長選出 

定款第 36条により，小川義和会長を議長に選出した． 

５．議事録署名人委任     （小川義和 会長） 
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議事録署名人を，飯島康之（愛知教育大学），向平和（愛媛大学）の両会員に委任することを承認し

た． 

６．審議      （議長：小川義和 会長） 

  代議員総会出席者 35名，委任状 5通で代議員総会成立を確認した．（加藤久恵 理事） 

１）第１号議案の提案                 （小川義和 会長） 

2022-2023 年度役員候補者の説明と提案が行われ，第 1号議案は代議員 38名（出席者 33名，委任

状 5名）が賛成し，承認可決された． 

２）第２号議案の提案                 （加藤久恵・山下修一 理事） 

2021 年度事業報告書及び収支決算書の説明と提案が行われ，第 2号議案は代議員 38名（出席者 33

名，委任状 5名）が賛成し，承認可決された． 

３）監査報告      （佐伯昭彦・猿田祐嗣 監事） 

監査の結果，一般社団法人日本科学教育学会のすべての会計処理が適正に行われていたことを確認

した旨が報告された． 

４）第３号議案の提案                 （加藤久恵・寺田光宏 理事） 

2022 年度事業計画書及び収支予算書（案）の説明と提案が行われ，第 3号議案は代議員 39名（出

席者 34名，委任状 5名）が賛成し，承認可決された． 

５）第４号議案の提案                 （小川義和 会長） 

名誉会員の説明と提案が行われ，第 4号議案は代議員 39名（出席者 34名，委任状 5名）が賛成し，

承認可決された． 

７．議長解任 

８．新役員紹介 

９．表彰 

 １）学会賞選考委員会での選考経過の報告     （益川弘如 理事） 

 ２）表彰      （小川義和 会長） 

功労賞 

・佐伯昭彦（鳴門教育大学大学院・教授） 

・坂谷内勝（国立教育政策研究所・総括研究官） 

・猿田祐嗣（国立教育政策研究所・名誉所員） 

・中山 迅（宮崎大学大学院教育学研究科・教授） 

・松本伸示（兵庫教育大学・名誉教授） 

学術賞 

・熊野善介（静岡大学・名誉教授 教育学部・特任教授） 

奨励賞 

・Erkki Tapio Lassila（神戸大学大学院人間発達環境学研究科） 

論文賞 

・青山和裕（愛知教育大学），辻山洋介（千葉大学），小松孝太郎（筑波大学），永田潤一郎（文教大

学），吉川 厚（東京工業大学・立教大学） 

・磯﨑哲夫（広島大学大学院人間社会科学研究科），磯﨑尚子（富山大学教育学部） 

・岡本紗知（大阪大学国際教育交流センター） 

年会発表賞 
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・木村百合子（筑波大学大学院） 

・土佐幸子（新潟大学），森 悠人（新潟大学），加藤 聡（新潟大学附属新潟小学校） 

・中村大輝（広島大学），藤原聖輝（広島大学大学院），川崎弘作（岡山大学大学院），小林和雄（福

井大学），小林優子（筑波大学大学院 日本学術振興会特別研究員 DC），三浦広大（広島大学大学

院国際協力研究科），雲財 寛（日本体育大学） 

10．次年度第 47回年会実行委員長挨拶   （向 平和 実行委員長） 

11．会長挨拶      （小川義和 会長） 

12．閉会の辞      （益子典文 副会長） 

 

 

 

 

合同会議報告  

 

 

日 時：2022 年 9月 16 日（金）17：15－19：15 

会 場：愛知教育大学自然科学棟 5階 534 教室及びネット会議の併用 

 

2022 年度顧問・理事・代議員・支部長合同会議は，会長，副会長（2名），代議員（19名），顧問（4

名），支部長（8名），理事（15名），事務局長，監事（2名），幹事，編集委員長，年会実行委員長，若

手活性化委員長の実出席者数 49名（ただし，役員役職の重複あり）が出席して開催された．最初に，第

46回年会の飯島年会実行委員長から歓迎の挨拶，参加者の自己紹介があった．続いて，2022-2023 年度

役員候補者についての説明，2021 年度事業報告及び収支決算書についての説明，2022 年度事業計画及び

収支予算（案）についての説明，及び名誉会員についての説明があった．その後，参加者から 2021 年度

収支決算書や研究会の開催時期について意見交換がなされた．最後に，新会長候補者である隅田学会員

からの挨拶と次回の年会（愛媛大会）のアナウンスがなされた． 
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去る 2022 年 9月 16 日（金）から 18 日（日）に，文部科学省，愛知県教育委員会，刈谷市教育委員

会，国立大学法人愛知教育大学の後援を得て，日本科学教育学会第 46 回年会は愛知教育大学を拠点に

してオンライン及び一部プログラムについてはハイブリッドで開催された．昨年度の第 45回年会は全面

オンライン開催であったが，今回は基調講演及び総会をハイブリッド方式で実施し，最終的には 390名

と多くの参加者をお迎えすることができた． 

基調講演として，中山迅氏（宮崎大学）から「科学教育について考える」について講演をいただいた．

科学研究費助成事業の改革において，当初案では「小区分」に含まれていなかった「科学教育」がパブ

リックコメントを経て復活した経緯や科学教育が目指すところなどについて氏の見識と経験なども交え

ながらご講演いただいた．今後の科学教育研究の方向性について示唆を与えるものであった． 

シンポジウムは，「科学教育における評価の改善」と題して，御園真史氏（島根大学）の司会の元，西

岡加名恵氏（京都大学）「科学教育におけるパフォーマンス評価：「探究的な学習」に焦点を合わせて」，

深見俊崇氏（島根大学）「科学教育におけるプロジェクト・ベース学習と学習評価」，松浦拓也氏（広島

大学）「理科教育の立場から考える評価と学習指導」，平林真伊氏（山形大学）「数学的モデル化における

「定式化」と「解の解釈・評価」に関する評価方法」，秋山繁治氏（山脇学園中学校・高等学校，日本両

棲類研究所）「SSH事業で始まった科学課題研究の学校教育での役割」の講演があった．新学習指導要領

や GIGA スクール，教育 DX など変化の著しい昨今の教育における今後の評価の改善の方向性について

貴重な意見がかわされた． 

課題研究は全部で 17セッション（83 件）あり，各セクション 2時間の持ち時間の中で，多様な課題・

提案・実践に関して発表・意見交換がなされた． 

一般研究は 27セッション（101 件）あった．今回も前回開催時と同様に，各発表に対して時間を 30 分

割り当て，20 分の発表・質疑の後に入れ換えと接続のための予備時間を設定し，各発表者がトラブルな

く確実に発表できる環境を整えた．また，発表時間・質疑応答終了時間をオンラインの画面上で共有で

きる Zoomアプリを活用し，座長，発表者，参加者の方々に時間経過を明瞭に示すことができた．一部

アプリの動作に不具合が生じたことなど今後改善の余地も見つかった．年会期間中，遠隔セッションの

同時開催数は，17 日土曜日午前の 14セッションが最大であった． 

インタラクティブセッションは発表が 1 件であったため，今回はブレイクアウトルームは用いなかっ

た． 

最後に，ハイブリッド開催となった本年の年会に発表，参加いただいた方々，例年とは異なる開催方

法に関連した困難な事項を解決していただいた年会企画委員会と年会実行委員会の皆さん，そして遠隔

セッション運営をサポートしていただいた学生スタッフの皆さんに対して，心から御礼申し上げる． 

 

日本科学教育学会第 46回年会実行委員会 委員長 飯島 康之 

  

第 46 回年会開催報告 

年 会 
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１．日程：2023 年 9月 18 日（月・祝）～20 日（水）（3 日間を予定） 
 
２．会場：愛媛大学城北キャンパス 

（〒790-8577 愛媛県松山市文京町 3番） 
https://www.ehime-u.ac.jp/about/access/ 

３．第 47回年会実行委員会 
委 員 長 向 平和（愛媛大学） 

副委員長 吉村直道（愛媛大学） 

委  員 赤松 直（高知大学），秋田美代（鳴門教育大学），安部利之（愛媛大学）， 

大西義浩（愛媛大学），大橋淳史（愛媛大学），河村泰之（愛媛大学）， 

観音幸雄（愛媛大学），佐伯昭彦（鳴門教育大学），佐野 栄（愛媛大学）， 

玉井輝之（愛媛大学），中城 満（高知大学），中村依子（愛媛大学）， 

中本 剛（愛媛大学），林 敏浩（香川大学），早藤幸隆（鳴門教育大学）， 

原本博史（愛媛大学），細田宏樹（愛媛大学），森 慎之助（愛媛大学）， 

笠 潤平（香川大学） 

 

４．年会企画委員会 
委 員 長 山本智一（兵庫教育大学） 

副委員長 川上 貴（宇都宮大学），服部裕一郎（岡山大学）  

幹  事 神山真一（大阪体育大学） 

担当理事 大谷忠（東京学芸大学），瀬戸崎典夫（長崎大学） 

委  員 石橋一昴（岡山大学），江草遼平（千葉商科大学）， 

小野寺かれん（京都光華女子大学），川崎弘作（岡山大学）， 

木村優里（明治学院大学），小泉健輔（群馬大学）， 

高井吾朗（愛知教育大学），中原久志（大分大学）， 

畠山 久（東京工業大学），福田博人（岡山理科大学）， 

増田有紀（東京成徳大学），向 平和（愛媛大学）， 

山中真悟（福山市立大学），山本輝太郎（金沢星稜大学） 

 
 

  

第 47 回年会 開催案内（第 1 次） 
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今後の開催計画 

開催支部/委員会 開催日 発表申込み締切日 会場 
国際交流委員会 2022 年 11月 5 日（土） 申込は締め切りました オンライン 
東北支部 2022 年 12月 3 日（土） 申込は締め切りました 山形大学 
北海道支部 2022 年 12月 3 日（土） 申込は締め切りました オンライン 

若手活性化委員会 2022 年 12月 18 日（日） 2022 年 11月 08 日（火） 明治学院大学 
（ハイフレックス） 

九州沖縄支部 2023 年 2月 23 日（木・祝） -- コンパルホール 
東海支部 2023 年 6月（予定） -- -- 

 

研究会に関する最新情報は学会 Web ページに掲載しますので，ご確認ください． 

※右の QR コードより，学会 Web ページ（研究会案内）にアクセスできます． 

https://jsse.jp/1-3  

 

 

 

 

2022 年度 第１回日本科学教育学会研究会（国際交流委員会） 

［テーマ］Science Education from International Perspectives 

［主 催］一般社団法人 日本科学教育学会 

［日 時］令和４年（2022）11月５日（土） 9：00～12：00 

［会 場］オンライン開催 

［対 象］会員，教員，学生，社会人 

［参 加］発表の有無にかかわらず参加できます．会員でない方もご参加いただけます． 

参加費は無料です． 

参加申込締切は，11月 1 日（火）となります．下記よりお申し込みください． 

https://forms.gle/a44RXa7owdyKtzLXA  

11月 2 日（水）以降にオンライン開催の ZOOM URL を直接ご連絡いたします． 

なお，研究会当日の録音，録画はご遠慮ください． 

［問い合わせ先］2022 年度第１回日本科学教育学会研究会・国際交流委員会委員長：土佐 幸子 

〒950-2181 新潟県新潟市西区五十嵐２の町 8050番地 新潟大学教育学部 

Tel/Fax (025-262-7147)  

E-mail：stosa(atmark)ed.niigata-u.ac.jp（土佐幸子） 

 

多数の方々の申込をお待ちしております． 

日本科学教育学会 国際交流員会 委員長 土佐 幸子（新潟大学） 

 

支部・研究会だより 

2022 年度研究会開催のお知らせ 

研究会 開催案内 
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2022 年度 第２回日本科学教育学会研究会（東北支部） 

［テーマ］これからの科学教育研究 

［主 催］一般社団法人 日本科学教育学会 

［日 時］令和４年（2022）12月３日（土） 9：30～16：30（予定） 

［会 場］山形大学 小白川キャンパス 地域教育文化学部 1号館 

〒990-8560 山形県山形市小白川町１丁目４－12 

※今後の新型コロナウイルスの感染状況によってはオンライン開催になる可能性があります． 

［対 象］会員，教員，学生，社会人 

［参 加］発表の有無にかかわらず参加できます．会員でない方もご参加いただけます． 

参加費は無料です． 

［申込先］2022 年度第２回日本科学教育学会研究会・企画編集委員：鈴木 宏昭 

〒990-8560 山形県山形市小白川町１丁目４－12 山形大学 

Tel/Fax (023-628-4427)  

E-mail：hsuzuki(atmark)e.yamagata-u.ac.jp（鈴木宏昭） 

 

多数の方々の申込をお待ちしております． 

日本科学教育学会 東北支部長 今村 哲史（山形大学） 

 

2022 年度 第３回日本科学教育学会研究会（北海道支部） 

［テーマ］明日を拓く科学教育 

［主 催］一般社団法人 日本科学教育学会 

［日 時］令和４年（2022）12月３日（土） 13：00～16：00（予定） 

［会 場］オンライン開催 

［対 象］会員，教員，学生，社会人 

［参 加］発表の有無にかかわらず参加できます．会員でない方もご参加いただけます． 

参加費は無料です． 

参加申込締切は，令和４年（2022）11月 26 日（土）です． 

［申込先］2022 年度第３回日本科学教育学会研究会・企画編集委員：中山 雅茂 

〒085-8580 北海道釧路市城山 1丁目 15番 55号 北海道教育大学釧路校 

Tel：0154-44-3326 

E-mail：nakayama.masashige(atmark)k.hokkyodai.ac.jp（中山雅茂） 

 

多数の方々の申込をお待ちしております． 

日本科学教育学会 北海道支部長 森 健一郎（北海道教育大学釧路校） 
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2022 年度 第４回日本科学教育学会研究会（若手活性化委員会） 

［テーマ］次世代の科学教育研究 

［主 催］一般社団法人 日本科学教育学会 

［日 時］2022 年 12月 18 日（日） 10:00～19:00（午前：ワークショップ，午後：研究発表） 

［会 場］明治学院大学およびオンライン（ハイフレックス開催） 

明治学院大学 白金キャンパス 

〒108-8636 東京都港区白金台１丁目２−３７ 

［対 象］会員，教員，学生，社会人 

［参 加］発表の有無にかかわらず参加できます．会員でない方もご参加いただけます． 

参加費は無料です． 

参加申込は，対面/オンラインともに，当日でも受け付けます． 

ただし，情報交換会（17 日夜）への参加を希望される場合は，12月 13 日（火）までに参加

申込をお願いします． 

［申込先］下記のフォームから発表・参加の申込をお願いします． 

発表・参加申込 URL：https://forms.gle/LAunwq4uybZbeo4v5  

発表申込締切は，令和４年（2022）11月８日（火）です． 

なお，発表はすべて口頭発表の形式で行います． 

発表は，単名または連名発表者に 1名以上の会員を含むことが条件となります．発表申込時

に「入会申し込み」が完了していれば，会員として扱うこととします．また，１つの研究会

で第１著者として申し込みできるのは，１件です． 

※昨年度までのポスター形式の発表とは異なりますので，ご注意ください． 

※発表内容について，事前に 30 秒間程度の概要動画を提出していただきます（詳細につ

いては学会 HP などで別途お知らせします）． 

ご不明な点につきましては，以下の問い合わせ先までご連絡ください． 

＜問い合わせ＞若手活性化委員会・幹事 長沼 祥太郎（九州大学） 

E-mail: naganuma.shotaro.062(atmark)m.kyushu-u.ac.jp 

＜FAQ リンク＞ 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/12HcX-rYMs1UNxTWT5uZe3bU-

0P5TIBgU7kZUjFjtdio/edit?usp=sharing  

なお，いただいた質問については，内容に問題のない場合には上記のリンク先にて FAQ

として共有予定です．そのため，問い合わせ前に，一度リンク先にて同様の質問がない

かのご確認をお願いいたします． 

［原稿提出］研究会研究報告の原稿執筆要項は学会ホームページをご参照ください．  

URL：https://jsse.jp/images/contents/kenkyu/2018/WritingGuidelineFrom2019.pdf  

研究会研究報告の原稿例も学会ホームページをご参照ください．  

URL：https://jsse.jp/images/contents/kenkyu/2018/WritingExampleFrom2019revised.docx  

原稿投稿料の支払いと原稿の提出締切は，令和４年（2022）11月 28 日（月）です． 

次のウェブサイトから投稿してください． 

URL：https://jsse-kenkyukai-form.jp/  

※研究会情報のプルダウンメニューで「若手活性化委員会」を選んでください．  
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投稿完了メールは＜info(atmark)jsse-kenkyukai-form.jp＞より自動送信されます．このアドレ

スからのメールを受信できるように，あらかじめフィルタ設定等をご確認ください．アド

レスの(atmark)の部分は＠です． 

原稿提出が指定の期日に遅れますと，投稿できなくなり，自動的に取り消しとなります．

また，原稿投稿料が指定の期日に遅れますと，発表できませんので，ご注意ください． 

［企画・情報交換会］「学校現場と研究」をテーマとしたワークショップを計画しております．詳細は，

決定し次第追ってご連絡いたします．また，研究会の前日（17 日夜）に情報交換会を予定

しております．詳細は参加申込者に連絡いたします． 

［表  彰］当日の発表の中から，優秀な研究発表に対して「ベストプレゼンテーション賞」を授与し

ます．本研究会の研究発表におけるベストプレゼンテーション賞の受賞者は，下記の条件

(1)，(2)，(3)を満たすものとします． 

（1）本研究会における研究発表の登壇者であること． 

（2）正会員または学生会員であること．ただし，非会員が受賞候補となった場合には，

本学会への入会の意思を確認し，入会の意思が示された場合には受賞者とする． 

（3）以下の（a），（b），（c）のいずれかを満たしていること． 

（a）研究発表日時点で，39歳以下である． 

（b）研究発表日時点で，修士課程，博士課程，専門職学位課程のいずれかに在学して

いる． 

（c）研究発表日時点で，博士の学位取得後 8 年未満（※）である． 

（※）研究発表日までに博士の学位を取得見込みの者及び博士の学位を取得後に取

得した産前・産後の休暇，育児休業の期間を除くと博士の学位取得後 8 年未

満となることを含む． 

［運営ボランティア］運営にご協力くださるボランティアを若干名募集します．運営ボランティア参加

者は開催日時点で 39歳以下の方，または正会員および学生会員を原則とします．ただし，非

会員であっても，日本科学教育学会に入会する意思のある方については，運営ボランティア

の応募資格を認める場合があります．ボランティア参加者には，ボランティア活動参加証明

書を若手活性化委員長名で発行いたします． 

［その他］本研究会で研究発表を行うことで，学会機関誌『科学教育研究』の特集「次世代を担う若手

研究者の科学教育研究」に論文を投稿する条件の一部を満たすことができます．特集の投稿

募集の詳細につきましては，学会 Webサイトをご確認ください． 

 

多数の方々の申込をお待ちしております． 

日本科学教育学会 若手活性化委員会委員長 山本 輝太郎（金沢星稜大学） 
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日本科学教育学会第 46回年会（12:30〜13:30）において，国際ランチョン・ミーティングをオンライ

ン（Zoom）で開催しました．タイトなスケジュールの中，20名の方にご参加いただきました． 

 

今回も昨年に引き続き 2部制で行い，第 1部は「英語論文を書いてみよう！」と題した話題提供とグ

ループトークを行いました．NARST の会長であるミネソタ大学の Gillian Roehrig 教授とフロリダ国際大

学の Emily Dare准教授に，国際学術誌への英語論文の作成や投稿のポイントについて話題提供をいただ

きました．日本の文脈に沿った研究を発表するときには，日本固有の背景の説明を加えた方がよいこと

など，大変有益なアドバイスをいただきました．その後のブレイクアウトルームを使ったグループトー

クでは，参加者それぞれの体験談等の共有や，参加のコツなど様々な情報や意見の交換がなされ，和や

かに会が進行しました．なお，お二人の海外研究者のご登壇は，松原憲治先生（国立教育政策研究所）

のお力添えで実現しました．松原先生に感謝申し上げます． 

 

第 2部では，国際交流委員会が開催する英語による研究会（2022 年度第 1回研究会）の案内が行われ

ました．英語での研究会は昨年度の試行に引き続き 2回目の開催です．今年度は 2022 年 11月 5 日（土）

に開催されます．会員の皆様のご参加をお待ちしております．詳しくは，次ページの開催案内をご参照

ください． 

 

国際交流委員会では毎年，年会期間中の昼食時間帯にこのようなランチョン・ミーティングを開催し，

会員同士の交流を通して，国際的な研究活動のきっかけ作りを行っています．次年度の第 47 回年会で

も開催予定です．企画についてご要望などありましたら，国際交流委員会にお寄せください． 

 

最後になりましたが，今回のランチョン・ミーティングの開催にあたりご協力頂いた年会実行委員会，

年会企画委員会，広報委員会の皆様，参加者の皆様に感謝申し上げます． 

 

担当：出口明子（宇都宮大学）・土佐幸子（新潟大学） 

  

第 46 回年会における国際ランチョン・ミーティング開催報告 

国際交流委員会だより 
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2021年10月に，初めての英語による研究会を試行的に開催しました．2022年度は正規の研究会として，

2022年度第1回研究会（国際交流委員会開催 英語による研究会）を11月5日（土）にオンライン（Zoom

利用）にて開催します． 

 

この研究会は，科学教育研究について，会員の皆様が英語で発表する場を設け，国際的な発信を促す

とともに国際交流を活発化することを目的として，論文掲載，一般発表，および講演をすべて英語で行

います． 

 

これまで国際学会等に参加したことがない方でもご参加いただけるように研究会を準備していますの

で，多数の皆様の積極的なご参加をお待ちしております． 

 

 

○研究会のプログラム概要 

＜海外の研究者によるゲストトーク＞ 

下記2名の研究者をお迎えし，ゲストトークを行ないます． 

・Professor May Hung May Cheng (The Education University of Hong Kong） 

・Professor Kim Caroline Beswick (University of New South Wales) 

 

＜英語による一般発表＞ 

英語による研究発表を行います． 

 

なお，研究会終了後に情報交換会の開催も予定しております． 

 

 

○参加申し込みについて 

参加を希望される方は，学会 Web サイトの本研究会ページ（「2022年度第1回日本科学教育学会研究

会（国際交流委員会開催）」）に記載しております申し込み先URLより申込をお願いいたします．な

お，発表申込は締め切りました． 

 

研究会 URL および申し込み先URL は下記の通りです． 

参加申込締切は 2022年11月1日（火）です． 

 

・研究会 URL：2022年度第1回日本科学教育学会研究会（国際交流委員会開催） 

https://jsse.jp/workgroup/2022-01  

・参加申し込み先 URL： 

https://forms.gle/a44RXa7owdyKtzLXA   

2022 年度第 1 回日本科学教育学会研究会（国際交流委員会開催） 予告 
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2022年 

The 7th STEM in Education Conference 

開催地：The University of Sydney, Sydney, Australia (Virtual Conference) 

期間：2022年11月23日-11月26日 

https://stem-2022.sydney.edu.au/  

 

2023年 

CIES 2023 Annual Meeting（Comparative and international education societies）  

開催地：Washington, D.C. 

期間：2023年2月14日-2月22日（2月16日，17日は休会） 

https://cies2023.org/  

 

NARST 2023 ANNUAL INTERNATIONAL CONFERENCE 

開催地：Hilton Chicago, Chicago, USA 

期間：2023年4月18日-4月21日 

https://narst.org/conferences/2023-annual-conference  

 

13th Congress of the European Society for Research in Mathematics Education (CERME13) 

開催地：Budapest, Hungary 

期間：2023年7月10日-7月14日 

https://cerme13.renyi.hu  

 

46th Conference of the International Group for the Psychology of Mathematics Education (PME46) 

開催地：Haifa, Israel 

期間：2023年7月17日-7月21日 

https://www.igpme.org/annual-conference/  

 

The 15th Conference of the European Science Education Research Association (ESERA 2023)  

開催地：State-of-the-art convention center, Nevşehir, Turkey 

期間：2023年8月28日-9月1日 

https://www.esera2023.net/  

 

The 21st International Conference on the Teaching of Mathematical Modelling and Applications 

(ICTMA21) 

開催地：兵庫県淡路市 

期間：2023年9月10日-9月15日 

https://ictma21.jp  

国際学会開催情報 
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第46回年会では，若手活性化委員会による企画として，若手会員を主たる対象とした企画「先行研究

の調べ方についてのワークショップ」を開催いたしました．論文執筆時に必要不可欠な先行研究の収集

方法や整理，学術的な位置づけの仕方など，これから研究を始める，あるいは論文を執筆するための骨

格作りについて，参加者同士で議論を深めながら共有していくことを主旨としました． 

ワークショップの前半パートでは，3名の若手研究者から文献収集の方法などについて情報提供してい

ただきました．まず，山本輝太郎先生（金沢星稜大学）から，令和2年度奨励賞受賞論文を題材として，

どのように先行研究を収集して論文に位置付けたのかに関して具体的なお話を伺いました．続いて，雲

財寛先生（東海大学）に，ジャーナル論文の探し方について情報提供をしていただきました．CiNii，J-

STAGE，Google Scholarといった定番のものに加えて，Connected PapersやWeb of Scienceといった英語論

文の検索ウェブサイトについてもお話しいただきました．最後に，江草遼平先生（千葉商科大学）から，

プロシーディング論文や収集した論文のデータベースについての話題をいただきました．Zoomのチャッ

ト機能による参加者間のリアルタイムな意見交流もあり，先行研究の検索・整理にかかわる有益な情報

を共有することができました． 

後半パートでは，具体的な研究テーマに基づきながら，実際の文献を収集・調査する活動を行いまし

た．各テーマの先行研究として論文の利用をご快諾いただきました先生方にはあらためて感謝申し上げ

ます．テーマごとにわかれた小グループでは，前半パートで話題になったウェブサイトや検索方法を実

践しながら，あり得る研究課題や今後の研究の方向性を検討しました．少ない活動時間ではありました

が，情報提供いただいたものを実際に利用してみることで，それらの使いやすさや難しさなどを共有す

ることができました．ワークショップの最後には，先輩研究者からのコメントとして，舟生日出男先生

（創価大学）からお話をいただきまました．今回のワークショップの主旨である先行研究の検索やレビュー

をした後に実際にどのように論文を書くかについて，貴重なコメントをいただくことができました． 

第46回年会はオンラインでの発表・参加が基本であったため，本ワークショップもオンラインでの実

施となりました．計54名の先生方にご参加いただくことができ，とても充実した時間を過ごすことがで

きました．参加者からいただいた事後アンケートからも，情報提供いただいた内容が非常に有益な情報

であった，共通のテーマについて具体的に意見交流をすることができてよかった，といった感想をいた

だくことができました．一方で，グループワークの時間がもっとほしかったというご意見もいただきま

した．お寄せいただいたご意見・ご感想は，今後の若手活性化委員会企画の運営のために参照させてい

ただきます． 

若手活性化委員会は本学会の若手会員の研究に寄与する企画や取り組みを実施します．年会や若手活

性化主催研究会などで実施してほしい企画のアイデア等がありましたら，若手活性化委員会のFacebook

（https://www.facebook.com/jssewakate/）や関係者等を通してお気軽にご連絡ください．複合領域として，

多様なバックグラウンドをもつ研究者が集う本学会において，若手活性化委員会の企画が若手研究者同

士の積極的な交流の場として機能できれば幸いです． 

（大谷洋貴：日本女子大学） 

第 46 回日本科学教育学会年会 報告 

 若手活性化委員会だより 
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2022年12月18日（日），若手活性化委員会担当の研究会が明治学院大学およびオンラインのハイフレッ

クス形式で開催いたします．発表は全て口頭発表の形式で行います．昨年度までのポスター形式の発表

とは異なりますので，ご注意ください．この研究会は，『科学教育研究』の若手会員を対象とした特集

「次世代を担う若手研究者の科学教育研究」（通称：若手特集）とタイアップしています． 

ぜひ奮ってご参加いただければと思います． 

 

＜研究発表・参加の申込み＞  

研究発表は対面（明治学院大学）とリアルタイムオンライン（zoom使用）で行います．なお，本研究

会で研究発表を行うことで，『科学教育研究』若手特集に論文を投稿する条件の一部を満たすことがで

きます．さらに，本研究会当日の発表の中から，優秀な研究発表に対しては「ベストプレゼンテーショ

ン賞」を授与します．ただし，「ベストプレゼンテーション賞」の対象となるためには条件があります．

詳細は学会Webサイトをご確認ください． 

 

〇発表・参加申し込みについて 

発表を希望される方や研究会に参加される方は,下記の発表・参加申込みURLよりお申込をお願いいた

します．発表申込締切は，2022年11月8日（火）です．なお発表内容について，事前に30秒間程度の概要

動画を提出していただきます（詳細については発表申し込み者に向けたメールおよび学会HPなどでお知

らせします）． 

 

発表・参加申込み URL（QR コード）：https://forms.gle/iTmTcvyZCZ4ZPRma6 

 

〇サブミッション・アドバイザリーボードの取り組み 

 本研究会は学会機関誌『科学教育研究』の特集「次世代を担う若手研究者の科学教育研究」と連携し

ています．若手活性化委員会では本特集への投稿を促進するために，「サブミッション・アドバイザリー

ボード（SAB）」と呼ばれる下部組織を設置し，希望者に対して発表原稿に対するコメントを送信する

予定です．昨年度のサブミッション・アドバイザリーボードの取り組みにつきましては，下記の URL を

ご覧ください．https://jsse.jp/15-2/34-3 

 

〇企画・情報交換会 

「学校現場と研究」をテーマとしたワークショップを計画しております．詳細は学会 HP などで追っ

てご案内いたします．また，研究会の前日（17 日夜）に情報交換会を予定しております．詳細は参加申

込者に連絡いたします． 

 

ご不明な点につきましては，以下の問い合わせ先までご連絡ください． 

 

若手活性化委員会 幹事：長沼祥太郎（九州大学） 

E-mail: naganuma.shotaro.062（atmark）m.kyushu-u.ac.jp 

2022 年度 日本科学教育学会研究会（若手活性化委員会開催） 予告 
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FAQ リンク（QR コード）： 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/12HcX-rYMs1UNxTWT5uZe3bU-

0P5TIBgU7kZUjFjtdio/edit?usp=sharing 

なお，いただいた質問について内容に問題のない場合には，上記のリンク先にてFAQとして共有予定で

す．そのため問い合わせ前に，一度リンク先にて同様の質問がないかのご確認をお願いいたします． 

 

Facebookページやメーリングリストの登録は，随時，受け付けています．ぜひご登録ください．  

〇若手活性化委員会 Facebook 

  https://www.facebook.com/jssewakate/  

〇JSSE 若手研究者メーリングリスト登録 URL 

  https://goo.gl/tClQb4  

 

（山本輝太郎：金沢星稜大学，西内舞：国立教育政策研究所） 
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編集委員会では，下記の主旨で，「科学教育研究」第 47 巻第 2 号での特集を企画します．研究論文，

総説，展望，資料，プラザ，全ての種別の原稿を募集いたします．ふるってご投稿のほどお願い申し上

げます． 

 なお，投稿規定により，「科学教育研究」への投稿論文は，筆頭著者が日本科学教育学会の会員である

必要がありますので，その点ご注意ください． 

 

編集委員長 山口悦司 

特集編集部会長 御園真史 

 

記 

 

特集名：「科学教育における評価」 

（事前申込締切と投稿締切を 1ヶ月延長し，それぞれ 9月 30 日，10月 31 日としました） 

 

 初等・中等教育においては，資質・能力を基盤とした新学習指導要領に基づく学習指導がスタートし

た．この新学習指導要領では，資質・能力が「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに

向かう力，人間性等」の３つの柱に整理され，それに基づく評価の観点も「知識・技能」，「思考・判断・

表現」，「主体的に学習に取り組む態度」の 3観点に改訂された．また，「主体的に学習に取り組む態度」

においては，「粘り強い取組を行おうとする側面」だけではなく，「自らの学習を調整しようとする側面」

の評価が盛り込まれるなど学校現場での評価のあり方についても変わりつつある．さらに，GIGA スクー

ル構想により，ICT機器が普及し，ラーニングアナリティクスにより学習の分析が容易になったり，全

国学力・学習状況調査も CBT（コンピュータによる解答）が検討されたりするなど，学習環境の変化に

より，科学教育においても，これまでとは異なる評価方法を実現することも可能となるものと考えられ

る．なお，本特集は，初等・中等教育に限定することなく，高等教育や海外において先駆的に進んでい

る実践や研究についても広く採り上げることを考えている． 

 このような背景を踏まえ，本特集では，特集テーマを「科学教育における評価」とし，以下の研究領

域の論文を募集する． 

 ・評価にかかわる総説 

 ・科学教育に関連した評価に関する理論的研究 

 ・科学教育に関連した評価に関する実践的研究 

・新学習指導要領を踏まえて科学教育にかかわる教科等の評価方法を再考 

・科学教育に関連したパフォーマンス評価・ルーブリック等の真正な評価方法の研究 

・科学教育に関する自己調整学習に関わる研究 

・科学教育における CBT 等のテスト方法に関する研究 

特集のお知らせ（締切延長） 

編集委員会だより 
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・SSH 等の科学教育プログラムの評価や高大接続 

 

特集編集部会の構成メンバー 

部会長：御園真史（島根大学） 

副部会長：出口明子（宇都宮大学） 

特集編集部会委員：稲田 結美（日本体育大学），江草遼平（千葉商科大学），大貫麻美（白百合女子大学），

加藤久恵（兵庫教育大学），神山真一（大阪体育大学），川上 貴（宇都宮大学），川崎弘作（岡

山大学），瀬戸崎典夫（長崎大学），辻 宏子（明治学院大学），辻 洋介（千葉大学），久坂哲也

（岩手大学），渡辺雄貴（東京理科大学）など 

 

事前申込締切：2022 年 9月 30 日 

 

＊ 査読プロセスを円滑に進めるため，特集はオンラインでの投稿前に「事前申込」を設けております．

投稿を予定している方にはたいへんお手数ですが，著者名・所属，タイトル，論文種別，E-mail アドレ

ス，電話番号，連絡先住所を jsse-hen [atmark] nacos.com までお送りください．事前申込せずに投稿する

場合は，投稿締め切り（10月 31 日）までにご投稿ください． 

 

投稿受付開始：2022 年 5月 1 日 

投稿締め切り：2022 年 10月 31 日 

 

＊ 特集に投稿する場合は，投稿システムの「手順 6: 設問」画面の「掲載号」で「特集号」を選択して

ください． 

 

＊査読は，10月 1 日以降順次開始します. 

 

発刊予定：2023 年 6月 

 

投稿論文の取り扱い 

本特集の刊行までに採否決定されない投稿論文については，一般論文として査読を継続いたします． 
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編集委員会では，若手活性化委員会と連携し，下記の主旨で「科学教育研究」第 47巻第 4号での特

集を企画します．研究論文，総説・展望，資料，プラザ，全ての種別の原稿を募集いたします．ふ

るってご投稿のほどお願い申し上げます． 

 なお，投稿規定により，「科学教育研究」への投稿論文は，筆頭著者が日本科学教育学会の会員で

ある必要があります．また，この特集には投稿条件が設定されています．その点ご注意ください． 

 

編集委員長 青山和裕 

特集編集部会長 出口明子 

若手活性化委員会委員長 山本輝太郎 

 

記 

 

特集名：次世代を担う若手研究者の科学教育研究 

 

 将来の科学教育研究を牽引する人材を本学会から輩出することを大きな目的として，また若手研

究者のキャリアパス形成を支援することを目的として，若手会員を対象とした特集（以下，若手特集

と称する）によって若手会員の研究活動を支援する取り組みが 2017 年に始まった．2022 年で 6回目と

なる．これまで多くの若手会員に研究会発表と論文投稿を促し，『科学教育研究』第 42〜45巻各第 4

号に，多くの若手会員の研究成果を掲載してきた．2022 年も若手特集によって若手会員の研究活動の

さらなる支援と，研究成果の公表機会の提供を行う． 

 前回の 2021 年の若手特集では，これまでの若手特集の実施体制をより持続可能な仕方で「進化」

させるために，以下の 2点において，新しい組織編成を行った．（1）若手活性化委員会の下部組織と

して，サブミッション・アドバイザリーボードを設置する．（2）特集編集部会は，過去の若手活性化

委員会構成員を中心に組織する．今回の 2022 年の若手特集においても，この組織編成を継承する． 

 1点目について，若手活性化委員会のサブミッション・アドバイザリーボードは，若手特集への投

稿希望者や投稿するかどうかを思案している若手会員への助言を組織的に実施するものである．若手

活性化委員会の構成員がサブミッション・アドバイザリーボードの構成員となることで，若手特集に

関わる 3点の取り組み，1：若手会員の研究会発表時に論文投稿に向けた建設的なコメントを行うこ

と，2：論文投稿に向けた若手会員からの相談を受けること，3：本特集への論文投稿を促進するこ

と，をより一層充実させることをねらっている．若手活性化委員会の下部組織としてサブミッショ

ン・アドバイザリーボードを設置するという前回からの新しい試みによって，若手会員の研究活動を

これまで以上に支援することを意図している．2点目について，特集編集部会は，過去の若手活性化委

員会構成員を中心に組織している．このことは，サブミッション・アドバイザリーボードにおける助

言者と若手特集における査読者の重複を避けつつ，若手会員の研究活動支援及び本学会の学術的発展

のための特集とすることに加えて，若手活性化委員会の活動理念を共有した過去の若手活性化委員会

構成員のキャリアパスの形成にもつなげる方策である． 

 なお，若手特集への投稿条件は，今回の 2022 年の若手特集においても，これまでの若手特集にお

特集のお知らせ（新規） 
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ける投稿条件を継承する．若手会員への支援を積極的に提供するために，若手活性化委員会が担当す

る研究会（開催予定：2022 年 12月 18 日（日），明治学院大学，ハイブリッド開催）での研究発表が若

手特集の投稿条件となっている．また，研究会での研究発表だけでなく，筆頭著者が「若手」である

ことも投稿条件である．日本学術振興会は令和 3 年度科学研究費助成事業への公募から若手研究への

応募資格を博士学位取得後 8 年未満の研究者のみに変更したが，若手特集はこれに準じない．学位を

もたない 40歳以上の会員であっても，学籍を有していれば若手特集への投稿資格を有する．本若手特

集は，より重要性の増してきている学位取得に向けた若手会員の足掛かりとなり，そして科学教育と

いう学術領域の一層の充実と発展を促す場となることを目指す． 

 

特集編集部会の構成メンバー 

部会長：出口明子（宇都宮大学）［2016〜2017 年度・若手活性化委員会・委員長］ 

副部会長：舟橋友香（奈良教育大学）［2018〜2019 年度・若手活性化委員会・副委員長］ 

木村優里（明治学院大学）［2018〜2021 年度・若手活性化委員会・委員］ 

特集編集部会委員：（調整中） 

 

若手活性化委員会 サブミッション・アドバイザリーボードの構成メンバー 

山本輝太郎（金沢星稜大学）［委員長］， 標葉靖子（実践女子大学） ［副委員長］，長沼祥太郎（九

州大学），西内舞（国立教育政策研究所） ［以上，幹事］，荒谷航平（静岡大学教育学部附属島田中

学校），古賀竣也（活水女子大学），下村岳人（島根大学），山崎美穂（帝京大学） ， 岡本紗知（大

阪大学）， 大谷洋貴（日本女子大学）， 中村謙斗（東京理科大学大学院／東京学芸大こども未来研

究所）， 森田大輔（東京学芸大学大学院）［以上，委員］，舟生日出男（創価大学）［顧問／相談

役］，ほか 

 

投稿条件 

以下の（1）〜（3）の 3点の条件すべてを満たした論文投稿を受け付けます．これらの条件を満た

していないと判断された論文につきましては，一般論文としての査読対象とさせていただきます．あ

らかじめご承知おきください． 

 

（1）以下の（a），（b），（c）のいずれかを満たす学会員が，投稿論文の筆頭著者となっていること． 

（a）投稿締切日時点で，39歳以下である． 

（b）投稿締切日時点で，修士課程，博士課程，専門職学位課程のいずれかに在学している． 

（c）投稿締切日時点で，博士の学位取得後 8 年未満（※）である． 

（※）投稿締切日までに博士の学位を取得見込みの者及び博士の学位を取得後に取得した産

前・産後の休暇，育児休業の期間を除くと博士の学位取得後 8 年未満となることを含む． 

（2）若手活性化委員会が担当する研究会（開催予定：2022 年 12月 18 日（日），日本女子大学，ハ

イブリッド開催）で，筆頭著者として研究発表を行っていること． 

（3）上記（2）の研究発表内容に基づいた論文であること． 

 

事前申込締切：2023 年 2月末日 
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 限られたスケジュールの範囲で査読プロセスを円滑かつ確実に進めるため，事前申込を必須とし

ます．投稿を予定している方は大変お手数ですが，メールタイトル「特集：次世代を担う若手研究者

の科学教育研究の事前申込」とし，著者名・所属，仮タイトル，論文種別，E-mail アドレス，電話番

号，連絡先住所を jsse-hen [atmark] nacos.com までお送りください． 

 

投稿受付開始：2023 年 1月 1 日 

投稿締切： 2023 年 3月 31 日 

 

＊特集に投稿する場合は，投稿システムの「手順 5：設問」画面の「掲載号」で「特集号」を選択し

てください． 

 

＊投稿論文には，日本科学教育学会研究会研究報告に加筆した旨の記載をお願いします．（執筆要領

4.(2)参照） 

 

＊査読は，投稿締め切り後に開始します． 

 

発刊予定：2023 年 12月 

 

投稿論文の取り扱い 

本特集の刊行までに採択されない投稿論文については，一般論文としての査読を継続いたします． 
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（1）編集状況について 

2022 年 9月 30 日時点の「科学教育研究」編集状況は，下記の通りである． 

 

１．新規投稿論文（2021.9.1～2022.9.30）：4編 

【内訳】 

和文 4編，英文 0編 

 

２．査読中論文（2022.9.30 現在）：21編 

【内訳】 

担当編集委員選出中：0編 

査読者選出中：1編 

査読中（1回目）：10編 

担当編集委員による第 1 審総合判定中：1編 

改訂稿待ち：5編 

査読中（2回目）：4編 

担当編集委員による第 2 審総合判定中：0編 

編集委員長による最終判定中：0編 

 

３．掲載決定論文（2022.9.1～2022.9.30 現在）：9編 

【内訳】 

研究論文：4編 

総説・展望：0編 

資料：3編 

プラザ：2編 

【合計】 

46-3号：0編（通算 5編） 

46-4号：9編（通算 19編） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「科学教育研究」編集状況報告 
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（2）投稿状況及び掲載決定状況の推移 

投稿状況及び掲載決定状況の推移（2019 年 10月〜2022 年 9月)は，下記の通りである． 
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ＵＲＬ： http://www.jsse.jp 
□ 事務局    中西印刷（株） 学会部  内     ＴＥＬ：075-415-3661   ＦＡＸ：075-415-3662 
                                           E-mail：jsse [at mark] nacos.com 

                                           〒602-8048  京都市上京区下立売通小川東入ル 

□編集事務局（論文投稿・査読編集）         ＴＥＬ：075-415-3155   ＦＡＸ：075-417-2050 
                                           E-mail：jsse-hen [at mark] nacos.com 
             中西印刷（株） 学会部  内     〒602-8048  京都市上京区下立売通小川東入ル 

  郵便振替口座：00170-6-85183  日本科学教育学会 

  銀 行 口 座：みずほ銀行 京都中央支店  普通 2269008  日本科学教育学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報委員会からのお知らせ 
 

 科学教育研究レター第 259号をお届けします． 
新メンバーとなった広報委員会としての最初の『科学教育研究レター』になります．この体

制でこれから２年間，『科学教育研究レター』と『学会通信』の編集と発行，そして，学会 Web
サイトの管理などを行っていきます．どうぞよろしくお願い申し上げます． 
一般社団法人日本科学教育学会の広報活動についてお気づきの点などがございましたら，学

会 Webサイトにある「お問い合わせ」をご利用のうえ，お知らせください． 

 

担当理事： 森田裕介（早稲田大）  大貫麻美（白百合女子大）  

委    員： 加納 圭（滋賀大）   三宅志穂（神戸女学院大）  雲財 寛（日本体育大） 

 稲田結美（日本体育大） 黒田友貴（静岡大）     江草遼平（千葉商科大）               

 西内 舞（国立教育政策研究所） 

幹    事： 谷塚光典（信州大）   榎本哲士（北海道教育大）  後藤みな（山形大） 
 

一般社団法人日本科学教育学会          Japan Society for Science Education 

科学教育研究レター編集 日本科学教育学会広報委員会 


